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一
、
は
じ
め
に

　

宴
曲
は
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
歌
謡
で
あ
り
、
音
楽
的
、
修
辞
的
に
能
楽
に

影
響
を
与
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
古
く
は
世
阿
弥
自
筆
本
〈
江
口
〉
に
宴
曲

の
影
響
を
認
め
ら
れ
、
世
阿
弥
自
筆
本
〈
柏
崎
〉
に
も
歌
謡
と
し
て
の
「
早

歌
」
に
言
及
が
あ
る
。
世
阿
弥
自
筆
本
〈
江
口
〉（
応
永
三
十
一
年
九
月
廿
日

の
識
語
）
に
は
、

　
　

上
サ
ウ
カ
フ
シ

　
　
　

 

ア
キ
ノ
ミ
ツ　

ミ
ナ
キ
リ
ヲ
チ
テ　

サ
ル
フ
ネ
ノ　

月
モ
カ
ケ
サ
ス   

サ
ヲ
ノ
ウ
タ･･･

と
あ
り
、
こ
れ
は
宴
曲
の
う
ち
「
真
曲
抄
」
所
収
の
〈
対
揚
〉
の

　
　

秋
の
水み
づ
み
な
ぎ
り
き
た
つ
て

漲
来
は　
　

舟
さ
る
こ
と
速
な
り

な
ど
か
ら
の
影
響
を
想
定
で
き
る
。
世
阿
弥
自
筆
本
〈
柏
崎
〉
に
も

　
　

 

ア
ラ
イ
ト
ウ
シ
ヤ　

こ
の
ヒ
タ
ヽ
レ
ノ
ヌ
シ
ワ　

ワ
カ
ツ
マ
ナ
カ
ラ　

ユ

ミ
ワ
三
モ
ノ
ト
ヤ
ラ
ン
ヲ　

イ
ソ
ロ
エ　

ウ
タ
レ
ン
カ　

サ
ウ
カ　

コ
ウ

タ
モ
シ
ヤ
ウ
ス
ニ
テ･･･

と
あ
る
。
こ
の
他
、
世
阿
弥
の
芸
談
聞
書
『
申
楽
談
儀
』
に
も
宴
曲
の
音
程
に

関
す
る
言
及
が
あ
る
。
世
阿
弥
以
後
、
金
春
禅
竹
、
禅
鳳
も
自
身
の
伝
書
に
お

い
て
宴
曲
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る１

。
最
近
で
は
能
楽
師
の
家
か
ら
宴
曲
譜
本

の
発
見
が
相
次
い
だ２

。
室
町
期
の
能
楽
の
地
拍
子
が
宴
曲
の
地
拍
子
の
影
響
を

受
け
て
い
た
こ
と
も
近
年
の
研
究
で
判
明
し
た３

。
能
楽
に
影
響
を
与
え
た
先
行

芸
能
と
し
て
、
宴
曲
は
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
広
く
認
識

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

宴
曲
研
究
は
一
九
七
〇
年
代
〜
一
九
九
〇
年
代
に
基
礎
が
確
立
さ
れ
、
そ
の

恩
恵
を
現
在
の
我
々
は
受
け
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
後
三
十
年
以
上
が
経
過

し
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
室
町
期
（
応
永
前
後
）
の
宴
曲
譜
本
二
十
数
本

が
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
筆
頭
と
し
、
数
々
の
江
戸
時
代
以
前
の
宴
曲
譜

本
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
新
資
料
を
過
去
の
研
究
成
果
と
照
合
す
る
こ
と

が
現
在
の
宴
曲
研
究
の
課
題
で
あ
る
。
微
力
な
が
ら
本
稿
も
そ
の
一
端
を
担
う

も
の
と
な
ろ
う
。

中
世
前
期
の
宴
曲
譜
本

―
― 「
十
二
曲
本
」『
早
歌
抜
書
』
を
中
心
に 

―
―

 

（
付
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
早
歌
抜
書
』
翻
刻
）　　
　
　
　
　
　

神　
　

田　
　

裕　
　

子
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こ
う
し
た
現
状
が
あ
り
、
外
村
南
都
子
氏
所
蔵
「
十
二
曲
本
」
な
ら
び
に
冷

泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
早
歌
抜
書
』
の
考
察
を
通
じ
て
、
中
世
前
期
の
宴
曲
譜

本
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
論
証
し
て
い
く
こ
と
を
本
稿
の
目
的
と

す
る
。

　
「
十
二
曲
本
」
に
つ
い
て
最
初
に
大
き
く
取
り
上
げ
た
の
は
小
沢
正
夫
・
安

田
孝
子
「
宴
曲
十
二
集
」
で
あ
る４

。
小
沢
氏
は
、
石
田
元
季
氏
旧
蔵
（
愛
知
県

立
大
学
現
蔵
）
の
石
田
氏
臨
写
本５

を
解
説
、
翻
刻
し
て
い
る
。
小
沢
氏
は
「
十

二
曲
本
」
に
〈
寝
寤
恋
〉（「
玉
林
苑
下
」
所
収
）
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
根
拠
と

し
て
、「
十
二
曲
本
」
の
成
立
時
期
を
「
玉
林
苑
の
で
き
た
文
保
三
年
〈
一
三

一
九
〉
前
後
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
現
在
ま
で
の
と
こ

ろ
、「
十
二
曲
本
」
の
書
写
本
は
石
田
氏
臨
写
本
以
外
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

「
十
二
曲
本
」
の
内
容
お
よ
び
そ
の
臨
写
本
の
存
在
を
報
告
し
た
点
に
お
い
て

こ
れ
は
有
意
義
な
成
果
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

そ
の
後
、
外
村
久
江
氏
も
「
十
二
曲
本
」
を
論
考
の
中
で
取
り
上
げ
、「
十

二
曲
本
」
の
文
字
表
記
と
曲
頭
記
の
特
徴
に
着
目
し
、「
十
二
曲
本
」
を
「
古

体
を
伝
え
た
も
の
」
と
位
置
づ
け
た
。
外
村
久
江
氏
も
論
考
執
筆
時
点
で
は
石

田
臨
写
本
に
よ
っ
て
考
察
し
て
お
り
、「
原
本
は
相
当
に
古
い
形
式
を
備
え
た

も
の
の
よ
う
で
あ
る
」
と
し
て
い
る６

。
な
お
、
外
村
久
江
氏
は
『
鎌
倉
文
化
の

研
究７

』
の
中
で
も
「
十
二
曲
本
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
森

川
氏
所
蔵
の
十
二
曲
集
」
と
し
て
い
る
。

　

石
田
元
季
氏
以
後
、「
十
二
曲
本
」
の
原
本
調
査
を
初
め
て
行
っ
た
の
は
蒲

生
美
津
子
氏
で
あ
る
。
蒲
生
氏
は
、「
十
二
曲
本
」
の
原
本
を
所
蔵
し
て
い
た

森
川
勘
一
郎
氏
に
連
絡
を
取
り
（
著
書
あ
と
が
き
に
よ
る
と
、
蒲
生
氏
は
当
時

の
一
誠
堂
書
店
二
代
目
社
長
の
酒
井
宇
吉
氏
に
森
川
氏
の
連
絡
先
を
教
え
て
も

ら
っ
た
と
い
う
）、
原
本
を
調
査
し
た
。
そ
し
て
蒲
生
氏
ご
著
書
の
出
版
に
先

立
ち
、「
十
二
曲
本
」
の
写
真
撮
影
を
希
望
し
た
が
、
そ
の
時
に
は
森
川
勘
一

郎
氏
は
他
界
し
、
森
川
氏
次
男
の
森
川
勇
氏
が
「
十
二
曲
本
」
を
所
有
し
て
い

た
。
そ
れ
を
撮
影
し
て
再
調
査
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
蒲
生
氏
は
「
十

二
曲
本
」
の
カ
ラ
ー
口
絵
写
真
三
葉
を
著
書
に
掲
載
し
た
上
で
、「
十
二
曲
本
」

の
音
楽
表
記
に
着
目
し
、
詳
細
な
報
告
を
行
っ
た８

。

　

外
村
久
江
・
外
村
南
都
子
両
氏
『
早
歌
全
詞
集９

』
に
お
い
て
「
故
森
川
勘
一

郎
蔵　

十
二
曲
集
」
は
本
文
の
校
訂
に
用
い
ら
れ
、
伊
藤
正
義
氏
編
『
冷
泉
家

時
雨
亭
叢
書　

宴
曲
上10

』
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、「
十
二
曲
本
」

は
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
頃
、
一
誠
堂
書
店
三
代
目
社
長
の
酒
井
健
彦
氏
か
ら
「
宴
曲
の

本
が
あ
る
か
ら
見
て
み
ま
す
か
」
と
仰
っ
て
い
た
だ
き
、
筆
者
は
拝
見
し
た
。

そ
れ
が
、
筆
者
と
「
十
二
曲
本
」
原
本
と
の
最
初
の
出
会
い
だ
っ
た
。
森
川
勘

一
郎
氏
旧
蔵
「
十
二
曲
本
」
が
一
誠
堂
書
店
に
た
ど
り
着
い
て
い
た
こ
と
に
は

驚
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
顧
み
れ
ば
さ
ほ
ど
驚
く
べ
き
こ
と
で
も
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
「
十
二
曲
本
」
は
二
〇
〇
三
年
九
月
の
一
誠
堂
書
店

創
業
百
周
年
記
念
、
古
典
籍
善
本
展
示
即
売
会
に
出
品
さ
れ
、
そ
の
目
録
『
一

誠
堂
書
店
創
業
百
周
年
記
念　

古
転
籍
善
本
展
示
即
売
会
目
録
』
に
三
枚
の
写

真
が
掲
載
さ
れ
た
。「
十
二
曲
本
」
は
同
時
に
出
品
さ
れ
た
応
永
二
年
坂
阿
署

名
本
『
宴
曲
集
巻
第
四
』
と
共
に
外
村
南
都
子
氏
の
所
蔵
と
な
り
、
現
在
に
至

る
。
購
入
さ
れ
て
間
も
な
い
頃
に
、
外
村
南
都
子
氏
か
ら
全
丁
の
デ
ジ
タ
ル
写

真
デ
ー
タ
を
筆
者
は
賜
っ
た
。
こ
れ
ま
で
数
回
に
渡
っ
て
原
本
も
閲
覧
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
い
き
さ
つ
も
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
「
十
二
曲

本
」
の
考
察
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
外
村
南
都
子
氏
か
ら
お
許
し
い
た
だ
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い
た
。

　
「
十
二
曲
本
」
に
つ
い
て
は
最
近
佐
々
木
孝
浩
氏
が
原
本
の
書
誌
調
査
を
行

い
、
新
た
な
見
解
が
提
示
さ
れ
た11

。

〔
十
二
曲
本
〕
粘
葉
装
（
紙
釘
装
）〔
南
北
朝
室
町
初
〕
写　

一
帖

共
紙
表
紙
（
二
一
・
八
×
一
五
・
四
糎
、
表
裏
共
に
手
油
や
後
人
の
落

書
き
で
汚
れ
て
い
る
、
表
表
紙
の
表
に
は
本
来
本
文
が
あ
っ
た
と
覚
し

い
が
、
現
在
は
擦
れ
て
全
く
確
認
で
き
な
い
）。

外
題
は
表
紙
中
央
に
後
人
の
墨
書
で
「
哥
意
本
」
と
あ
り
（
両
脇
に
大

き
く
「
天
地
玄
」「
天
地
玄
黄
」
な
ど
と
あ
る
落
書
き
と
同
筆
カ
）。
内

題
な
し
。

料
紙
厚
手
の
楮
紙
。

遊
紙
な
し
。
半
葉
五
行
、
押
界
あ
り
（
高
一
八
・
八
、
幅
二
・
八
糎
）。

墨
付
三
五
丁
。

奥
書
・
印
記
な
し
。

本
文
漢
字
平
仮
名
混
じ
り
。
朱
曲
頭
記
・
左
墨
片
仮
名
ル
ビ
（
か
な
り

少
な
い
）・
朱
合
点
・
朱
墨
譜
あ
り
。
本
文
は
表
紙
裏
よ
り
「
匂
あ
り
梢

に
春
の
」（
拾
菓
集
下
「
梅
花
」、
前
五
行
分
を
欠
く
、
表
紙
部
分
に
あ
っ

た
は
ず
）
で
始
ま
り
、（
中
略
）
一
二
曲
を
納
め
る
。
各
所
の
曲
名
下
の

余
白
に
も
手
習
い
の
落
書
き
が
あ
る
。
鼠
囓
や
汚
損
に
よ
り
一
部
本
文

の
欠
落
も
あ
る
。

調
査
範
囲
の
中
で
は
最
も
古
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
サ
イ
ズ

が
他
に
比
べ
て
目
立
っ
て
小
さ
い
。
特
殊
な
の
は
装
訂
も
で
あ
り
、
粘

葉
装
の
よ
う
に
仕
立
て
な
が
ら
も
糊
付
け
は
せ
ず
、
紙
釘
装
に
し
て
綴

じ
て
あ
る
。
こ
の
様
な
装
訂
は
、
他
に
國
學
院
大
學
蔵
の
『
平
家
物
語
』

「
屋
代
本
」
が
あ
る
。（
中
略
）
粘
葉
装
（
の
よ
う
な
装
訂
）
で
押
界
が

あ
る
と
い
う
性
格
は
、
三
千
院
本
と
共
通
し
て
お
り
、
本
書
も
寺
院
で

の
書
写
や
僧
侶
が
関
与
し
た
可
能
性
が
高
そ
う
で
あ
る
。

と
し
、
書
写
年
代
を
〔
南
北
朝
期
室
町
初
〕
と
比
定
し
た
。
佐
々
木
氏
の
精
細

な
調
査
に
基
づ
く
こ
の
見
解
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
書
誌
学
的
立
場
か
ら
の

佐
々
木
氏
の
見
解
が
、
は
た
し
て
宴
曲
研
究
の
視
点
か
ら
の
調
査
と
一
致
す
る

も
の
で
あ
る
か
、
本
稿
に
お
い
て
曲
目
編
成
、
本
文
、
音
楽
的
記
号
な
ど
を
調

査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
検
証
す
る
。

　

中
世
前
期
の
宴
曲
譜
本
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
り
本
稿
で
は
、
冷
泉
家
時

雨
亭
文
庫
蔵
『
早
歌
抜
書
』
も
併
せ
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

『
早
歌
抜
書
』
は
伊
藤
正
義
編
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

宴
曲
下12

』
に
お
い
て

初
め
て
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
詳
細
は
付
録
参
照
）。

　

外
村
南
都
子
氏
は
『
早
歌
抜
書
』
に
つ
い
て
、
そ
の
曲
目
編
成
が
和
歌
集
の

部
立
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
、
草
仮
名
表
記
の
多
さ
を
指
摘
し
、
一
曲
全
体
か
ら

の
抜
粋
の
手
法
、
修
辞
的
な
出
典
な
ど
、
詳
細
に
考
察
し
て
い
る13

。
こ
れ
ら
の

研
究
成
果
に
基
づ
き
つ
つ
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
「
十
二
曲
本
」
と
『
早
歌
抜

書
』
を
比
較
し
、
音
楽
的
記
号
の
特
色
な
ど
も
合
わ
せ
て
、
検
討
す
る
。

二
、
曲
目
編
成
に
つ
い
て

　

最
近
発
見
さ
れ
た
新
曲
三
曲
〈
四
季
恋
〉〈
鶯
〉〈
枕
〉
を
除
け
ば14

、
鎌
倉
時

代
末
期
に
明
空
に
よ
っ
て
撰
集
さ
れ
た
宴
曲
の
伝
本
は
八
部
十
六
冊
の
撰
集

（
一
六
一
曲
）
と
外
物
一
冊
（
一
二
曲
）
の
譜
本
の
か
た
ち
で
伝
わ
っ
た
。
一

冊
に
十
曲
前
後
の
宴
曲
を
収
録
し
、
編
成
さ
れ
る
収
録
曲
な
ら
び
に
曲
順
に
異
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同
は
な
い
。
中
世
の
宴
曲
譜
本
の
う
ち
、
十
曲
前
後
の
宴
曲
を
収
録
す
る
冊
子

で
曲
目
に
異
同
が
あ
る
も
の
は
、「
十
二
曲
本
」、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
早

歌
抜
書
』、
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
永
享
八
年
口
阿
奥
書
『
宴
曲
抜
華15

』
の
三
点
で

あ
る
。

　

ま
ず
は
「
十
二
曲
本
」
の
曲
目
編
成
を
記
す
。

　
〈
曲
目
〉 

〈
原
典
〉

梅
花 

「
拾
菓
集
下
」（
嘉
元
四
年
〈
一
三
〇
六
〉
頃
成
立
）

花 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」（
永
仁
四
年
〈
一
二
九
六
〉
頃
成
立
）

夏 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

郭
公 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

納
涼 

「
究
百
集
」（
正
安
三
年
〈
一
三
〇
一
〉
頃
成
立
）

秋 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

月 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

秋
興 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

冬 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

雪 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

心 

「
宴
曲
集
巻
第
五
」（
永
仁
四
年
頃
成
立
）

寝
寤
恋 

「
玉
林
苑
下
」（
文
保
三
年
〈
一
三
一
九
〉
頃
成
立
）

　

こ
の
よ
う
に
、
永
仁
四
年
頃
か
ら
文
保
三
年
頃
ま
で
に
作
ら
れ
た
宴
曲
の
歌

集
か
ら
抜
粋
し
て
集
め
た
も
の
で
あ
る
。〈
梅
花
〉〈
花
〉
は
春
、〈
夏
〉〈
郭

公
〉〈
納
涼
〉
は
夏
、〈
秋
〉〈
月
〉〈
秋
興
〉
は
秋
、〈
冬
〉〈
雪
〉
は
冬
の
情
景

を
謡
っ
て
お
り
、
春
夏
秋
冬
の
四
季
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
忠
義

や
仏
心
を
謡
っ
た
〈
心
〉
は
雑
、〈
寝
寤
恋
〉
は
恋
、
と
な
る
。

　
「
十
二
曲
本
」
の
最
後
に
収
録
さ
れ
た
〈
寝
寤
恋
〉
の
冒
頭
に
は
「
新
入
」

の
朱
書
が
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。「
十
二
曲
本
」
の
臨
写
本
を
調
査
し
た
小
沢
正
夫
氏
は
、
和
歌
集
の
部

立
で
は
、
四
季
、
恋
、
雑
の
配
列
順
に
な
る
の
が
本
来
で
あ
る
か
ら
、
構
成
と

し
て
は
〈
寝
寤
恋
〉
は
〈
心
〉
の
前
に
来
る
べ
き
で
あ
る
が
、「
新
入
」
の
朱

書
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
後
か
ら
「
十
二
曲
本
」
に
付
け
加
え
ら
れ
た

た
め
に
順
序
が
前
後
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
実
際

に
「
十
二
曲
本
」
の
原
本
で
確
認
す
る
と
、〈
心
〉
の
詞
章
末
尾
か
ら
一
行
改

行
し
て
〈
寝
寤
恋
〉
の
内
題
を
書
き
、
改
行
し
て
本
文
を
書
い
て
お
り
、
同
じ

頁
に
続
け
て
書
い
て
い
る
。〈
梅
花
〉
か
ら
〈
心
〉
ま
で
と
〈
寝
寤
恋
〉
は
同

筆
で
あ
り
、
筆
勢
な
ど
も
特
に
違
い
は
な
い
（
書
誌
調
査
を
行
っ
た
佐
々
木
孝

浩
氏
も
こ
の
件
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
し
て
い
な
い
）。
小
沢
氏
の
推
測
と
は

【
図
版
１
／
「
十
二
曲
本
」
の
う
ち
〈
寝
寤
恋
〉
冒
頭
】
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異
な
り
、「
十
二
曲
本
」
の
原
本
の
前
の
十
一
曲
と
〈
寝
寤
恋
〉
と
の
書
写
に

長
い
時
間
の
隔
た
り
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、〈
寝
寤
恋
〉
が
後
か
ら
追
加
さ
れ

た
た
め
に
〈
心
〉
の
後
に
配
列
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
小
沢
氏

の
推
測
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

小
沢
氏
の
見
解
に
対
し
、
外
村
久
江
氏
は
〈
寝
寤
恋
〉
冒
頭
の
「
新
入
」
の

朱
書
に
つ
い
て
、
架
蔵
（
現
在
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
）
の
『
玉
林
苑

下
』
の
〈
寝
寤
恋
〉
に
も
「
新
入
」
の
朱
書
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
、
原
本

の
「
新
入
」
の
文
字
を
そ
の
ま
ま
書
き
込
ん
で
移
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測

し
、「
十
二
曲
本
」
に
〈
寝
寤
恋
〉
を
新
た
に
入
れ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い

の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
村
久
江
氏
の
こ
の
説
を
ふ
ま
え
た
上

で
、
落
合
博
志
氏
は
〈
寝
寤
恋
〉
が
「『
玉
林
苑
』
下
の
中
で
も
最
後
に
収
録

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。」
と
推
定
し
て
い
る16

。

　
『
玉
林
苑
下
』
の
〈
寝
寤
恋
〉
に
「
新
入
」
の
朱
書
が
な
さ
れ
た
時
期
は
、

『
玉
林
苑
下
』
の
成
立
し
た
文
保
三
年
〈
一
三
一
九
〉
頃
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な

い
と
考
え
ら
れ
、「
十
二
曲
本
」
の
成
立
年
代
を
推
定
す
る
上
で
の
手
が
か
り

の
一
つ
と
見
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　

参
考
ま
で
に
、
江
戸
時
代
以
前
書
写
の
『
玉
林
苑
下
』
の
写
本
は
、
外
村
久

江
氏
旧
蔵
本
の
他
に
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
応
永
元
年
〈
一
三
九
四
〉
八
月

廿
二
日
坂
阿
奥
書
本
が
あ
る
が
、
こ
の
坂
阿
奥
書
本
『
玉
林
苑
下
』
の
〈
寝
寤

恋
〉
の
冒
頭
に
は
、「
新
入
」
の
朱
書
は
な
い
。

　
「
十
二
曲
本
」
の
曲
目
編
成
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
参
照
す
べ
き
も
の
と
し

て
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
早
歌
抜
書
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
早
歌
抜
書
』

の
曲
目
編
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
〈
曲
目
〉 

〈
原
典
〉

　

春 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

☆
花 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

☆
夏 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

☆
納
涼 

「
究
百
集
」

☆
秋 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

☆
月 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

☆
冬 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

☆
雪 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

　

祝
言 

「
宴
曲
集
巻
第
二
」

　

不
老
不
死 

「
宴
曲
集
巻
第
二
」

　

忍
恋 

「
拾
菓
集
上
」

　

袖
湊 

「
宴
曲
集
巻
第
三
」

　

金
谷
思 

「
拾
菓
集
上
」

　

船 

「
宴
曲
抄
下
」

　

磯
城
島 

「
拾
菓
集
下
」
※　

 

前
の
十
二
曲
と
は
明
ら
か
に
別
筆
の

増
補
。
一
曲
全
体
の
詞
章
を
書
き
、

末
尾
の
一
部
に
施
譜
。

　

蹴
鞠 

「
拾
菓
集
下
」
※　

 

右
の
〈
磯
城
島
〉
と
同
筆
の
増
補
。

抜
粋
さ
れ
た
詞
章
が
書
か
れ
、
全
文

に
施
譜
。

　

増
補
の
〈
磯
城
島
〉〈
蹴
鞠
〉
を
除
け
ば
、『
早
歌
抜
書
』
に
収
録
さ
れ
た
十

四
曲
の
う
ち
、
☆
を
付
し
た
七
曲
〈
花
〉
〜
〈
雪
〉
は
「
十
二
曲
本
」
と
重
複
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し
て
い
る
。
重
複
し
な
い
残
り
七
曲
の
抄
出
元
も
「
宴
曲
抄
下
」
の
〈
船
〉
以

外
は
同
じ
で
あ
る
。『
早
歌
抜
書
』
は
一
曲
全
体
で
は
な
く
、
断
片
的
な
詞
章

を
収
録
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
曲
目
の
編
成
と
い
う
点
に
着
目
す
る
と
、
四

季
・
賀
・
恋
・
雑
と
い
う
順
序
で
配
列
さ
れ
て
お
り
、
和
歌
の
部
立
が
意
識
さ

れ
て
い
る17

。
和
歌
の
部
立
を
意
識
し
た
曲
目
編
成
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点

に
お
い
て
、「
十
二
曲
本
」
と
『
早
歌
抜
書
』
は
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

参
考
ま
で
に
、
永
享
八
年
〈
一
四
三
六
〉
口
阿
奥
書
『
宴
曲
抜
華
』
の
曲
目

編
成
も
挙
げ
て
お
く
。

　
〈
曲
目
〉 

〈
原
典
〉

☆
秋 

「
宴
曲
集
巻
第
一
」

　

年
中 

「
宴
曲
集
巻
第
五
」

☆
心 

「
宴
曲
集
巻
第
五
」

　

君
臣 

「
究
百
集
」

　

滝
山
等
覚
誉 

「
拾
菓
集
上
」

　

遊
仙 

「
拾
菓
集
下
」

　

車 

「
拾
菓
集
下
」

　

文
字 

「
拾
菓
抄
」

　

諏
方 

「
拾
菓
抄
」

　
〈
秋
〉〈
心
〉
の
二
曲
、
そ
し
て
収
録
曲
の
原
典
が
「
十
二
曲
本
」『
早
歌
抜

書
』
と
重
な
る
も
の
の
、
和
歌
の
部
立
は
特
に
意
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
明
空
が
撰
集
し
た
宴
曲
譜
本
の
現
存
す
る

も
の
は
八
部
十
六
冊
の
か
た
ち
で
伝
わ
り
、
十
曲
前
後
を
収
録
す
る
冊
子
は
収

録
曲
に
も
曲
順
に
も
異
同
が
な
い
。
異
同
が
あ
る
も
の
は
右
の
三
冊
の
み
で
、

そ
の
う
ち
の
二
冊
、「
十
二
曲
本
」
と
『
早
歌
抜
書
』
は
和
歌
集
の
部
立
を
意

識
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
文
字
表
記
に
つ
い
て

　

鎌
倉
時
代
書
写
の
宴
曲
断
簡
な
ど
の
古
い
宴
曲
資
料
は
草
仮
名
で
記
載
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
外
村
久
江
氏
の
論
考
以
来
の
通
説
で
あ
り
、
外
村
久

江
氏
は
「
十
二
曲
本
」
と
三
千
院
円
融
蔵
本
、
京
都
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室

本
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
、
西
本
願
寺
旧
蔵
本
転
写
本
、
神
宮
文
庫
本
ほ
か
、

続
群
書
類
従
系
統
の
「
宴
曲
集
巻
第
一
」
を
比
較
し
、「
十
二
曲
本
」
の
草
仮

名
表
記
の
多
さ
を
指
摘
し
て
い
る18

。
外
村
久
江
氏
は
「
宴
曲
集
巻
第
一
」
所
収

曲
〈
秋
〉
を
事
例
と
し
て
掲
げ
、
本
文
中
の
漢
字
の
数
な
ら
び
に
比
率
を
図
示

し
て
い
る
。「
十
二
曲
本
」
と
「
宴
曲
集
巻
第
一
」
十
本
を
比
較
し
た
結
果
、

「
十
二
曲
本
」
の
〈
秋
〉
の
中
の
漢
字
数
は
二
十
九
字
と
最
も
少
な
い
と
い
う

事
実
が
判
明
し
た
。

　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
早
歌
抜
書
』
の
漢
字
の
数
に
つ
い
て
、
外
村
南
都

子
氏
は
具
体
的
数
値
を
提
示
し
て
い
な
い
が
、『
早
歌
抜
書
』
に
は
漢
字
表
記

が
少
な
く
、
草
仮
名
表
記
が
き
わ
め
て
多
い
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。「
十
二

曲
本
」
と
『
早
歌
抜
書
』
に
な
ぜ
草
仮
名
表
記
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
今

あ
ら
た
め
て
顧
み
る
と
、
そ
の
理
由
は
、
宴
曲
が
和
歌
の
文
化
を
意
識
し
て
い

る
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
前
項
に
お
い

て
、「
十
二
曲
本
」
と
『
早
歌
抜
書
』
の
曲
目
編
成
が
和
歌
の
部
立
を
意
識
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
文
字
表
記
の
仕
方
に
つ
い
て
も
和
歌
を
意
識
し
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て
草
仮
名
を
多
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

草
仮
名
の
多
用
は
和
歌
の
美
意
識
を
再
現
す
る
と
い
う
表
面
上
の
利
点
の
み

な
ら
ず
、
歌
謡
と
し
て
の
宴
曲
譜
本
の
正
確
さ
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
実
際
的

な
利
点
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
著
に
お
い
て
既
に
指
摘
し
て
い
る
が
、

宴
曲
と
い
う
歌
謡
は
、
表
記
上
の
差
異
が
あ
っ
た
と
し
て
も
耳
で
聞
い
た
時
に

は
諸
本
間
の
異
同
が
ほ
ぼ
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る１

。
本
文
が

漢
字
で
表
記
さ
れ
た
場
合
に
は
音
の
異
同
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
、
草

仮
名
（
平
仮
名
）
で
記
載
さ
れ
た
方
が
音
の
異
同
は
生
じ
に
く
く
な
る
。「
山
」

と
表
記
す
れ
ば
読
み
方
は
「
や
ま
」「
サ
ン
」
の
二
通
り
で
あ
る
が
、「
や
ま
」

と
表
記
す
れ
ば
音
に
異
同
は
生
じ
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
外
村
久
江
氏
は

「
節
を
つ
け
る
上
か
ら
は
仮
名
書
き
が
便
利
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
推
測
し
て
い

る
。
能
の
謡
本
と
同
じ
で
、
宴
曲
も
一
つ
の
音
に
対
し
て
一
つ
の
ゴ
マ
点
が
付

さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
た
し
か
に
節
付
は
草
仮
名
の
方
が
簡
単
で
あ
ろ

う
。

　

本
稿
に
お
い
て
、「
十
二
曲
本
」
と
『
早
歌
抜
書
』
の
二
点
の
文
字
表
記
を

比
較
し
た
。
結
論
か
ら
言
う
と
、「
十
二
曲
本
」
と
『
早
歌
抜
書
』
は
、
表
記

の
面
に
お
い
て
も
共
通
し
て
草
仮
名
表
記
が
多
い
。

　

ま
ず
、『
究
百
集
』
所
収
曲
〈
納
涼
〉
の
事
例
を
挙
げ
る
。『
究
百
集
』
は
坂

阿
奥
書
本
も
現
存
し
て
お
り
、
比
較
が
可
能
で
あ
っ
た
。
以
下
に
引
用
し
た
文

は
『
早
歌
抜
書
』
の
本
文
と
、「
十
二
曲
本
」、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
明
徳
三

年
〈
一
三
九
二
〉
坂
阿
奥
書
『
究
百
集19

』
の
抜
粋
を
並
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
納
涼
〉

【
抜
書
】 

冷　

し
き
梢
の
し
け
の
井
山
の
井
玉
の
井
玉　

河　

川　

な
み
よ
す

【
十
二
】 

す
ゝ
し
き
梢
の
し
け
の
ひ
山
の
井
玉
の
井
た
ま
か
は
か
は
波　

よ
す

【
坂
阿
】 

□　
　

き
梢
の
滋　

野
井
山
の
井
玉
の
井
玉　

河　

　々

浪　

寄   

【
抜
書
】
る
渚　
　

の
院　

平
等
院
に
つ
り
殿

【
十
二
】
る
な
き
さ
の
院　

平
等
院
に
つ
り
と
の

【
坂
阿
】
る
渚　
　

の
院　

平
等
院
に
釣　

殿

　

こ
の
〈
納
涼
〉
の
事
例
で
は
、
草
仮
名
表
記
が
最
も
多
い
の
は
「
十
二
曲

本
」
で
『
早
歌
抜
書
』
は
「
十
二
曲
本
」
よ
り
や
や
漢
字
が
多
く
、
坂
阿
奥
書

本
は
漢
字
表
記
が
さ
ら
に
多
い
。

　

次
に
、「
十
二
曲
本
」、『
早
歌
抜
書
』、
金
春
宗
家
蔵
本
『
宴
曲
集
巻
第
一
』

の
三
点
を
比
較
す
る
。
現
在
、
坂
阿
の
奥
書
を
有
す
る
『
宴
曲
集
巻
第
一
』
は

確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
坂
阿
本
の
代
わ
り
に
坂
阿
節
付
本
で
あ
る
可
能
性
の
高

い
金
春
宗
家
蔵
本20

を
比
較
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
こ
の
三
本
に

共
通
す
る
曲
目
は
、〈
花
〉〈
夏
〉〈
秋
〉〈
月
〉〈
冬
〉〈
雪
〉
の
六
曲
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
〈
秋
〉
を
除
く
五
曲
を
掲
げ
る
。

　
　
〈
花
〉

【
抜
書
】 

花
見
の
御
幸
と
き
こ
え
し
は
保
安
第
五
の
二
月
万
代
の
た
め
し
を
は

【
十
二
】 

花
見
の
御
幸
と
き
こ
え
し
は
保
安
第
五
の
二
月
万
代
の
た
め
し
を
は

【
金
春
】 

花
見
の
御
幸
と
聞　

え
し
は
保
安
第
五
の
二
月
万
代
の
様　
　

を
ば

【
抜
書
】
花
に
そ
と
め
し　

白　

川
か
め
に
さ
し
た
る
花
を
見
て
物
お
も
ひ

【
十
二
】
花
に
そ
と
め
し　

し
ら
川
か
め
に
さ
し
た
る
花
を
み
て
物
お
も
ひ
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【
金
春
】
花
に
ぞ
と
め
し　

白　

河
瓶　

に
差　

た
る
花
を
見
て
物
思　
　

【
抜
書
】
な
し
や
老
の
春

【
十
二
】
な
し
や
老
の
は
る

【
金
春
】
な
し
や
老
の
春

　
　
〈
夏
〉

【
抜
書
】 

そ
と
も
の
木
か
け
露
す
ゝ
し
一
村
過　

る
夕
た
ち
に
水
ま
さ
ら
さ
ら

【
十
二
】 

そ
と
も
の
木
か
け
露
す
ゝ
し
一
村
す
く
る
夕
立　

に
水
ま
さ
ら
さ
ら

【
金
春
】 

外　

面
の
木
陰　

露
す
ゞ
し
一
村
過　

る
夕
立　

に
水
ま
さ
ら
ざ
ら

【
抜
書
】
め
や
鵜
飼　

舟　

蛍
や
か
ゝ
り
篝
火
や
蛍　
　

に
ま
か
ふ
夕
暗

【
十
二
】
め
や
う
か
ひ
舟　

蛍
や
か
ゝ
り
篝
火
や
ほ
た
る
に
ま
か
ふ
夕
や
み

【
金
春
】
め
や
鵜
飼　

舟　

蛍
や
篝　
　

篝
火
や
蛍　
　

に
紛　
　

夕
闇　

　
　
〈
月
〉

【
抜
書
】 

い
さ
見
に
ゆ
か
ん
さ
ら
し
な
や
を
は
捨　

山
き
よ
見
か
関
ひ
ろ
さ
は

【
十
二
】 

い
さ
見
に
ゆ
か
ん
さ
ら
し
な
や
お
は
す
て
山
清　

見
か
関
ひ
ろ
さ
は

【
金
春
】 

去
来
見
に
行　

ん
佐
良
科　

や
姨　

捨　

山
清　

見
が
関
広　

沢   

【
抜
書
】
す
み
の
え
な
に
は　

か
た
蘆　

間
に
や
と
る
夜
は
の
月

【
十
二
】
す
み
の
江
難　

波　

潟　

あ
し
ま
に
や
と
る
夜
半
の
月

【
金
春
】
住　

の
江
難　

波　

潟　

葦　

間
に
宿　

る
夜
半
の
月

　
　
〈
冬
〉

【
抜
書
】 

板　

井
の
水
も
み
く
さ
ゐ
て
こ
ほ
り
の
上
に
霰
ふ
り
小
野
の
山
里
雪

【
十
二
】 

い
た
い
の
水
も
み
く
さ
い
て
氷　
　

の
上
に
霰
ふ
り
小
野
の
山
里
雪

【
金
春
】 

板　

井
の
水
も
水
草　

居
て
氷　
　

の
上
に
霰
ふ
り
小
野
の
山
里
雪

【
抜
書
】
ふ
か
し
跡　

た
に　

見
え
ぬ
細
道

【
十
二
】
深　
　

あ
と
た
に　

見
え
ぬ
細
道

【
金
春
】
深　

し
跡　

だ
に　

見
え
ぬ
細
道

　
　
〈
雪
〉

【
抜
書
】 

ふ
り
く
る
雪
ゆ
き
の
光　
　

に
あ
く
る
山
の
尾
上　

の
里　

の
さ
と

【
十
二
】 

ふ
り
く
る
雪
ゆ
き
の
ひ
か
り
に
あ
く
る
山
の
を
の
へ
の
さ
と
の
里   

【
金
春
】 

降　

来
る
雪
雪　

の
光　
　

に
明　

る
山
の
尾
上　

の
里　

の
里   

【
抜
書
】 

人
は
人
目
か
れ
ゆ
く　

跡　

な
き
庭
に
と
は
ぬ
を
な
さ
け
と
思　

へ
と

【
十
二
】 

人
は
人
目
か
れ
ゆ
く　

あ
と
な
き
庭
に
と
は
ぬ
を
な
さ
け
と
お
も
へ
と

【
金
春
】 

人
は
人
目
□　

行　
　

跡　

な
き
庭
に
と
は
ぬ
を
情　
　

と
お
も
へ
と

【
抜
書
】 

も
猶　

う
ら
め
し
く
や
ま
た
る
ら
む

【
十
二
】 

も
な
を
う
ら
め
し
く
や
ま
た
る
ら
ん

【
金
春
】 

も
な
を
う
ら
め
し
く
や
待　

る
ら
む

　
「
十
二
曲
本
」『
早
歌
抜
書
』
金
春
宗
家
蔵
『
宴
曲
集
巻
第
一
』
の
三
本
を

比
較
し
て
も
、
や
は
り
金
春
本
は
最
も
漢
字
表
記
が
多
く
、「
十
二
曲
本
」
と
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『
早
歌
抜
書
』
は
草
仮
名
表
記
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
〈
秋
〉
は
、
永
享
八
年
〈
一
四
三
六
〉
口
阿
奥
書
『
宴
曲
抜
華
』（
龍
門
文
庫

蔵
）
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
計
四
本
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
。

　
　
〈
秋
〉

【
抜
書
】 

秋
風　

ふ
け
は
七
夕
の
つ
ま
む
か
へ
ふ
ね
に
ち
き
り
て
や
と
き
し
も

【
十
二
】 

秋
風　

ふ
け
は
七
夕
の
妻　

む
か
へ
ふ
ね
に
ち
き
り
て
や
時　

し
も

【
金
春
】 

秋
風　

吹　

ば
七
夕
の
妻　

迎　
　

船　

に
契　
　

て
や
時　

し
も

【
口
阿
】 

秋
か
せ
吹　

は
七
夕
の
妻　

迎　
　

船　

に
契　
　

て
や
時　

し
も

【
抜
書
】
声
を
帆
に
あ
け
て　

雲
井
を
わ
た
る
鴈
か
ね

【
十
二
】
声
を
ほ
に
あ
け
て　

雲
ゐ
を
わ
た
る
鴈
か
ね

【
金
春
】
声
を
顕　

揚　

て　

雲
居
を
渡　

る
鴈
金

【
口
阿
】
声
を
ほ
に
あ
け
て　

雲
居
を
わ
た
る
鴈
か
ね

　

こ
の
事
例
で
も
金
春
本
と
『
宴
曲
抜
華
』
の
漢
字
表
記
の
多
さ
は
明
白
で
あ

る
。
ま
た
、「
十
二
曲
本
」
と
『
宴
曲
集
巻
第
一
』〈
秋
〉
の
漢
字
の
数
に
つ
い

て
は
外
村
久
江
氏
の
調
査18

が
あ
り
、「
十
二
曲
本
」
の
漢
字
の
数
が
最
も
少
な

い
と
い
う
事
実
が
判
明
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
右
の
並
記
比
較
の
結
果
を
を
付

加
す
る
と
、

　
　
『
早
歌
抜
書
』 

漢
字
の
数　

９

　
　
「
十
二
曲
本
」 

漢
字
の
数　

９

　
　

金
春
本
『
宴
曲
集
巻
第
一
』 

漢
字
の
数　

18

　
　
『
宴
曲
抜
華
』 

漢
字
の
数　

13

と
な
る
。
数
値
を
掲
げ
る
の
は
〈
秋
〉
の
み
と
す
る
が
、〈
花
〉〈
夏
〉〈
月
〉

〈
冬
〉〈
雪
〉
の
並
記
比
較
を
試
み
れ
ば
、
同
様
の
結
果
に
な
る
こ
と
は
明
か
で

あ
る
。

　

引
用
が
多
く
な
っ
た
が
、「
十
二
曲
本
」
と
『
早
歌
抜
書
』
が
草
仮
名
表
記

を
多
用
し
、
漢
字
表
記
が
少
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
も
共
通
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
検
証
で
き
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、「
十
二
曲
本
」
と
『
早
歌
抜
書
』

の
二
本
が
曲
目
編
成
の
み
な
ら
ず
表
記
の
面
で
も
和
歌
の
文
化
を
意
識
し
た
結

果
で
あ
ろ
う
と
、
筆
者
は
推
定
す
る
。
ま
た
、
漢
字
表
記
よ
り
も
草
仮
名
表
記

の
方
が
音
の
差
異
が
生
じ
に
く
く
な
る
、
節
付
が
し
や
す
く
な
る
な
ど
の
利
便

性
に
も
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
音
楽
的
記
号
に
つ
い
て

　

宴
曲
譜
本
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
的
記
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
十
二
曲
本
」

と
『
早
歌
抜
書
』
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

（
ⅰ
）
曲
頭
記
に
つ
い
て

　

曲
頭
記
と
は
、
音
階
を
示
す
朱
書
き
の
記
号
で
、
曲
の
冒
頭
に
甲
・
乙
・
地

の
い
ず
れ
か
を
記
す
。
蒲
生
氏
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
が
、「
十
二
曲
本
」
は
曲
頭
記
に
《
地
》
を
記
載
せ
ず
開
始
音
（
五
音
の

宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
の
う
ち
、〈
秋
〉
に
徴
、〈
雪
〉
に
商
）
を
記
載
す
る
。

　

横
道
萬
里
雄
氏
は
、「《
地
》
が
早
歌
の
源
流
で
あ
る
」
と
さ
れ21

、
外
村
久
江

氏
は
「
は
じ
め
は
曲
頭
に
わ
ざ
わ
ざ
《
地
》
と
い
う
表
記
を
い
れ
な
く
て
も
良
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か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ22

、
両
氏
は
《
地
》
の
曲
頭
記

を
記
載
し
な
い
か
た
ち
が
古
式
で
あ
る
と
し
た
。
現
存
す
る
宴
曲
譜
本
の
う

ち
、
こ
の
か
た
ち
の
も
の
は
、「
十
二
曲
本
」
と
円
徳
寺
蔵
応
永
三
年
坂
阿
奥

書
『
真
曲
抄
』
の
二
本
の
み
で
あ
る
。『
早
歌
抜
書
』
は
曲
全
体
か
ら
一
部
を

抜
粋
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
曲
頭
記
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
応

永
三
年
坂
阿
奥
書
の
『
真
曲
抄
』
の
う
ち
の
〈
法
華
〉
が
地
を
記
さ
ず
に
徴
を

記
す
こ
と
は
異
例
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
曲
頭
記

に
徴
・
商
を
有
す
る
「
十
二
曲
本
」
は
古
態
を
有
す
る
と
見
な
し
う
る
で
あ
ろ

う
。

（
ⅱ
）
垂
れ
鍵
に
つ
い
て

　

垂
れ
鍵
と
は
、
音
階
に
な
ん
ら
か
の
変
化
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
記
号

で
、
右
下
が
り
の
垂
れ
鍵
（
へ
）
と
左
下
が
り
の
垂
れ
鍵
の
二
種
類
が
あ
る
。

筆
者
は
「
十
二
曲
本
」『
早
歌
抜
書
』
と
坂
阿
節
付
本
お
よ
び
他
の
室
町
期
書

写
の
宴
曲
譜
本
を
比
較
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
四
箇
所
の
異
同
を
確

認
で
き
た23

。

①　

 〈
納
涼
〉
の
「
玉
順
山
の
碧
岸
悟
真
寺
の
瑶
池･･･

」
の
箇
所
、「
十
二
曲

本
」
に
は
右
下
が
り
の
垂
れ
鍵
（
へ
）
が
あ
る
が
、
坂
阿
本
な
ら
び
に

尊
経
閣
本
の
『
究
百
集
』
に
は
な
い
。
坂
阿
本
と
尊
経
閣
本
で
は
「
玉
順羽

山
」
と
な
っ
て
お
り
、「
羽
」
の
朱
譜
が
あ
る
の
み
。

②　

 〈
冬
〉
の
「
間
無
時
雨
の
間
無
時
雨
の
布
留
の
神
」
の
箇
所
、「
十
二
曲

本
」
に
は
垂
れ
鍵
が
な
い
が
、
金
春
本
を
含
め
、
室
町
期
書
写
の
「
宴
曲

集
巻
第
一
」
譜
本
に
は
有
る
。

③　

 〈
雪
〉
の
「
梅
が
枝
に
花
ふ
り
ま
か
ふ
」
の
箇
所
、
金
春
本
に
は
垂
れ
鍵

が
な
い
が
、「
十
二
曲
本
」
の
ほ
か
、
室
町
期
書
写
の
「
宴
曲
集
巻
第
一
」

譜
本
に
は
有
る
。

④　

 〈
心
〉
の
「
壁
に
収
め
し
箱
の
底･･･

」
の
箇
所
、「
十
二
曲
本
」
に
は
垂

れ
鍵
が
な
い
が
、
無
署
名
本
「
宴
曲
集
巻
第
五
」、
龍
門
文
庫
『
宴
曲
抜

華
』
に
は
有
る
。

　

こ
れ
ら
四
つ
の
異
同
が
音
楽
的
な
差
異
を
意
味
す
る
か
、
あ
る
い
は
単
な
る

誤
脱
で
あ
る
か
、
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の

は
①
に
つ
い
て
で
あ
る
。

【
図
版
２
／
十
二
曲
本
〈
秋
〉
冒
頭
】
【
図
版
３
／
十
二
曲
本
〈
雪
〉
冒
頭
】

【
図
版
５
／
尊
経
閣
文
庫『
究
百
集
』〈
納
涼
〉】

【
図
版
４
／
十
二
曲
本
〈
納
涼
〉】



－11－

　

垂
れ
鍵
は
な
ん
ら
か
の
音
階
の
変
化
を
表
す
記
号
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
謡

い
方
を
指
示
す
る
記
号
と
し
て
は
漠
然
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
坂
阿
本

と
尊
経
閣
本
で
は
「
玉
順羽

山
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
方
が
謡
う
人
間
に
と
っ

て
は
明
瞭
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
能
の
謡
の
記
号
は
、
文
の
一
文
字

に
記
号
が
付
く
こ
と
で
、
そ
の
一
文
字
の
音
を
指
定
し
た
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
を

付
け
た
り
、
音
を
高
く
す
る
、
低
く
す
る
と
い
っ
た
具
体
的
な
謡
い
方
を
意
味

す
る
。
坂
阿
本
と
尊
経
閣
本
の
「
玉
順羽

山
」
と
い
う
表
記
は
、「
じ
ゅ
」
の
文

字
で
羽
の
音
に
下
げ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
推
測
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
異
同
は
時
代
的
変
化
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
具
体

的
な
記
号
の
方
が
後
代
の
か
た
ち
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
冷
泉
家
『
早
歌
抜
書
』
に
は
右
の
〈
納
涼
〉
の
当
該
箇
所
そ
の
も
の

が
な
い
た
め
比
較
で
き
な
い
。
ま
た
『
早
歌
抜
書
』
の
垂
れ
鍵
は
三
箇
所
〈
春
〉

〈
月
〉〈
忍
恋
〉
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
の
み
で
あ
る
。〈
春
〉〈
月
〉
は
「
十
二
曲

本
」
と
比
較
、〈
忍
恋
〉
は
冷
泉
家
坂
阿
本
と
比
較
し
た
が
、
い
ず
れ
も
一
致

し
て
い
る
。

（
ⅲ
）
墨
譜
に
つ
い
て

　

墨
譜
と
は
墨
書
き
の
音
楽
的
記
号
で
、
宮
商
徴
角
羽
の
五
音
、
音
階
を
示
す

上
下
、
ゴ
マ
点
を
含
む
ハ
カ
セ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
こ
の
中
で
注
意
す
べ

き
異
同
は
二
つ
あ
る
。

①　
「

ー
下
」
の
注
記
の
異
同
。

②　
「
入
ス
」
と
「
下
」
の
表
記
の
異
同
。

　

ま
ず
、
①
の
異
同
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
十
二
曲
本
」
は
七
五
調
の
下
半

句
の
句
末
二
字
分
に
「

ー
下
」
の
注
記
が
あ
る
。
蒲
生
氏
に
よ
る
と
、「

ー

下
」
が
も
っ
と
も
古
い
か
た
ち
で
、「

ー
下
」
に
「
商
」
を
並
記
す
る
も
の

が
次
の
段
階
、
そ
の
次
の
段
階
で
は
「
商
」
の
み
と
す
る
。
蒲
生
氏
も
「
商
」

と
い
う
具
体
的
な
音
階
を
示
す
記
号
が
あ
る
か
た
ち
を
後
代
の
も
の
と
考
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

蒲
生
氏
著
書
刊
行
の
時
点
で
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
早
歌
抜
書
』
の
当

該
箇
所
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
こ
こ
で
確
認
す
る
。〈
雪
〉
の
二
曲

か
ら
抜
粋
し
、
参
考
ま
で
に
「
十
二
曲
本
」
と
「
金
春
本
」
の
当
該
箇
所
も
挙

げ
る
。〈
雪
〉
の
う
ち
、「
あ
と
な
き
庭
に
」
の
墨
譜
で
あ
る
。

【
図
版
６24

】

【
図
版
７
／
十
二
曲
本
〈
雪
〉】
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「
十
二
曲
本
」
は
【
図
版
６
】
の
蒲
生
氏
分
類
の
通
り
①
の
か
た
ち
で
あ
り
、

金
春
本
も
蒲
生
氏
分
類
の
③
に
該
当
す
る
「
商
」
の
記
載
が
あ
る
。『
早
歌
抜

書
』
の
当
該
箇
所
は
「

ー
」
の
み
で
「
下
」
も
「
商
」
も
記
載
が
な
く
、
蒲

生
氏
分
類
に
は
な
い
か
た
ち
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
商
」
が
な
い
と
い
う
点
で
は

「
十
二
曲
本
」
と
一
致
し
て
お
り
、
蒲
生
氏
分
類
の
①
と
②
の
中
間
的
な
位
置

づ
け
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る25

。
つ
ま
り
、「
十
二
曲
本
」
の
か
た
ち
が

最
も
古
く
、
過
渡
的
様
相
を
呈
す
る
も
の
が
『
早
歌
抜
書
』、
そ
し
て
さ
ら
に

後
代
に
は
「
商
」
を
記
載
す
る
金
春
本
の
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

次
に
、
②
「
入
ス
」
と
「
下
」
の
表
記
の
異
同
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
下
半

句
の
旋
律
型
を
表
す
記
号
と
し
て
、「
十
二
曲
本
」
は
「
入
ス
」
を
用
い
る
が

「
抜
書
」
は
「
下
」
の
表
記
を
用
い
る
。〈
冬
〉
の
本
文
の
う
ち
、「
細
道
」
の

部
分
を
挙
げ
る
。

　

蒲
生
氏
に
よ
る
と
、
坂
阿
の
奥
書
を
有
す
る
も
の
で
も
こ
の
記
号
に
は
ば
ら

つ
き
が
あ
る
と
い
う
。
円
徳
寺
蔵
応
永
三
年
坂
阿
奥
書
『
真
曲
抄
』
で
は
「
入

ス
」、
京
都
歴
彩
館
蔵
応
永
二
年
坂
阿
奥
書
『
宴
曲
抄
上
』
で
は
「
下
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。「
入
ス
」
と
「
下
」
の
表
記
の
違
い
は
必
ず
し
も
時

代
的
変
化
に
よ
る
も
の
と
は
言
え
ず
、
ど
の
よ
う
な
音
楽
的
差
異
を
意
味
す
る

か
、
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
事
例
も
、「
細
道
」
の
「
ほ
」
の
発
音
の
際

に
下
の
音
に
下
が
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
や
は
り
こ
れ

も
『
早
歌
抜
書
』
の
「
下
」
の
表
記
の
方
が
後
代
の
か
た
ち
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
ⅳ
）
拍
子
点
に
つ
い
て

　

宴
曲
は
扇
で
拍
子
を
取
り
な
が
ら
謡
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

拍
子
点
は
、
扇
を
打
つ
タ
イ
ミ
ン
グ
を
示
す
記
号
で
あ
る
。「
十
二
曲
本
」
の

拍
子
点
が
他
の
宴
曲
譜
本
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
、
蒲
生
美
津
子
氏
は
既

に
指
摘
し
て
お
り
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
重
要
な
事
項
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
に

再
掲
す
る
。「
十
二
曲
本
」
の
全
十
二
曲
（
約
百
二
箇
所
程
度
）
に
お
い
て
、

「
・
・
・
：
」
と
い
う
拍
子
点
パ
タ
ー
ン
の
最
後
の
拍
子
点
「
：
」
が
、
ゴ
マ

【
図
版
９
／
金
春
本
〈
雪
〉】

【
図
版
10
／
十
二
曲
本
】

【
図
版
11
／
早
歌
抜
書
】

【
図
版
８
／
『
早
歌
抜
書
』〈
雪
〉】
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点
の
下
方
で
は
な
く
上
方
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
項
の
〈
冬
〉
の

「
細
道
」
の
【
図
版
10
】
で
確
認
で
き
る
た
め
、
再
度
【
図
版
10
】
を
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。「
道
」
の
右
横
が
「
十
二
曲
本
」
の
方
は
「
：
－
」
で
あ

る
が
、『
早
歌
抜
書
』
は
【
図
版
11
】
で
「
－
：
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
濁

点
の
よ
う
な
「
：
」
が
拍
子
点
で
、
こ
の
位
置
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

　

ゴ
マ
点
の
下
方
に
拍
子
点
が
点
じ
ら
れ
る
の
が
原
則
通
り
で
あ
り
、【
図
版

11
】
で
分
か
る
よ
う
に
『
早
歌
抜
書
』
は
他
の
宴
曲
譜
本
と
同
じ
で
あ
る
。
現

在
確
認
さ
れ
て
い
る
宴
曲
譜
本
の
中
で
、
上
方
に
拍
子
点
「
：
」
が
付
さ
れ
る

も
の
は
「
十
二
曲
本
」
以
外
で
は
、
金
沢
文
庫
蔵
〈
衣
〉
断
簡
と
竹
柏
園
文
庫

旧
蔵
（
天
理
大
学
図
書
館
現
蔵
）『
撰
要
目
録
巻
』
所
収
〈
げ
に
や
さ
ば
〉
の

み
で
あ
る
。

　
【
図
版
12
】
の
金
沢
文
庫
〈
衣
〉
の
「
お
み
の
袖
」
の
右
に
付
さ
れ
た
拍
子

点
お
よ
び
【
図
版
13
】
の
竹
柏
園
文
庫
旧
蔵
『
撰
要
目
録
巻
』
所
収
〈
げ
に
や

さ
ば
〉
の
三
行
の
行
末
全
て
が
、「
：
－
」
と
な
っ
て
お
り
、「
十
二
曲
本
」
と

同
じ
か
た
ち
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
蔵
〈
衣
〉
は
宮
商
角
徴
羽
の
五
音
の
記
載

が
な
い
も
の
で
、
鎌
倉
期
の
譜
本
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る28

。

〈
げ
に
や
さ
ば
〉
は
『
撰
要
両
曲
巻
』
冒
頭
お
よ
び
『
撰
要
目
録
巻
』
末
尾
の

「
撰
要
一
体
三
名
秘
訣
并
当
道
三
説
二
説
両
曲
口
伝
事
」
に
記
載
さ
れ
る
宴
曲

の
謡
い
物
で
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
も
そ
の
存
在
が
言
及
さ
れ
て
い
る29

。『
渓
嵐

拾
葉
集
』
は
文
保
二
年
〈
一
三
一
八
〉
頃
か
ら
貞
和
四
年
〈
一
三
四
八
〉
年
頃

に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら30

、〈
げ
に
や
さ
ば
〉
の
謡
い
物
も
そ

の
頃
に
は
流
布
し
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
宴
曲
の
最
古
の
史
料
に
あ
る

拍
子
点
の
特
徴
と
、「
十
二
曲
本
」
の
拍
子
点
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
拍
子
点
の
特
徴
に
関
し
て
は
既
に
蒲
生
氏
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ

り
、
ゴ
マ
点
の
上
方
に
拍
子
点
が
付
さ
れ
る
か
た
ち
が
古
態
で
あ
る
。

　

蒲
生
氏
以
来
の
こ
の
定
説
に
本
稿
で
付
け
加
え
る
こ
と
は
、『
早
歌
抜
書
』

と
「
十
二
曲
本
」
は
和
歌
を
意
識
し
た
曲
目
編
成
で
あ
る
こ
と
や
草
仮
名
表
記

の
多
さ
な
ど
の
共
通
点
が
有
る
が
、
音
楽
的
記
号
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、

『
早
歌
抜
書
』
は
「
十
二
曲
本
」
と
同
列
に
は
扱
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
早
歌
抜
書
』
は
、
多
く
の
江
戸
期
以
前
の
宴
曲
譜
本
と
同
様
に
ゴ
マ
点
の
下

方
に
拍
子
点
が
付
さ
れ
て
お
り
（【
図
版
11
】
参
照
）、
こ
れ
は
後
の
か
た
ち
で

あ
る
。

【
図
版
12
／
金
沢
文
庫
〈
衣
〉
の
う
ち
、「
お
み
の
袖26

」

【
図
版
13
／
竹
柏
園
『
撰
要
目
録
巻
』
の
う
ち
〈
げ
に
や
さ
ば
〉
三
行
の
行
末27

】
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五
、
終
わ
り
に

　

以
上
、
外
村
南
都
子
氏
蔵
「
十
二
曲
本
」
を
中
心
に
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

蔵
『
早
歌
抜
書
』
と
の
比
較
も
交
え
て
、
曲
目
編
成
、
文
字
表
記
、
音
楽
的
記

号
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
言
え
る
こ
と
は
「
十
二
曲
本
」
と
『
早
歌
抜
書
』

の
両
書
が
古
態
を
有
す
る
宴
曲
譜
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
曲
目
編
成

が
明
空
が
撰
集
し
た
八
部
十
六
冊
の
か
た
ち
と
異
な
り
、
和
歌
集
の
部
立
を
意

識
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
、
草
仮
名
表
記
を
多
用
し
て
い
る
点
、
七

五
調
の
下
半
句
の
句
末
二
字
分
に
「
商
」
の
記
載
が
な
い
と
い
う
三
つ
の
点

で
、「
十
二
曲
本
」
と
『
早
歌
抜
書
』
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
特
徴
は
一
部

の
例
外
（
京
都
大
学
蔵
頼
秋
本
の
一
部
も
七
五
調
の
下
半
句
の
句
末
二
字
分
に

「
商
」
の
記
載
が
な
い
）
を
除
き
、
応
永
頃
に
活
躍
し
た
坂
阿
に
よ
る
宴
曲
譜

本
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
冊
は
、
応
永
前
後
の
坂
阿

本
よ
り
も
古
態
を
有
し
、
中
世
前
期
の
宴
曲
譜
本
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
「
十
二
曲
本
」
の
〈
寝
寤
恋
〉
の
冒
頭
に
は
、「
新
入
」
の
朱
書
が
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
「
十
二
曲
本
」
の
編
纂
時
期
が
『
玉
林
苑
下
』
の
成
立
し
た
文
保
三

年
〈
一
三
一
九
〉
頃
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
応
永
元
年
〈
一
三
九
四
〉
坂
阿
奥
書
の
『
玉
林
苑
下
』
の

〈
寝
寤
恋
〉
に
は
「
新
入
」
の
記
載
が
な
い
こ
と
も
そ
の
推
測
の
根
拠
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、「
十
二
曲
本
」
に
は

「
地
」
の
曲
頭
記
が
な
く
、
代
わ
り
に
開
始
音
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
、
七
五

調
の
下
半
句
の
句
末
二
字
分
に
「

ー
下
」
の
注
記
が
あ
る
こ
と
、
拍
子
点
パ

タ
ー
ン
の
最
後
の
拍
子
点
が
ハ
カ
セ
の
下
方
で
は
な
く
上
方
に
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
の
音
楽
的
記
号
の
特
徴
は
、「
十
二
曲
本
」
の
古
態
性
を
十
分
に
証

明
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
拍
子
点
に
つ
い
て
は
、
同
じ
か
た
ち
を
持
つ
も

の
が
鎌
倉
時
代
書
写
の
金
沢
文
庫
〈
衣
〉
と
竹
柏
園
『
撰
要
目
録
巻
』
の
〈
げ

に
や
さ
ば
〉
の
み
で
あ
る
た
め
、「
十
二
曲
本
」
の
書
か
れ
た
時
期
は
鎌
倉
時

代
末
期
か
、
南
北
朝
期
の
早
い
時
期
（
一
三
三
〇
年
代
頃
）
で
は
な
い
か
と
筆

者
は
考
え
る
。「
十
二
曲
本
」
の
持
つ
こ
う
し
た
音
楽
的
記
号
の
特
徴
が
、
一

つ
の
例
外
（
円
徳
寺
蔵
応
永
三
年
坂
阿
奥
書
『
真
曲
抄
』
は
「
地
」
の
曲
頭
記

に
代
わ
っ
て
開
始
音
を
記
し
て
い
る
）
を
除
い
て
明
徳
応
永
期
の
坂
阿
本
等
に

見
ら
れ
な
い
こ
と
も
、
そ
の
想
定
を
裏
付
け
る
。

　

音
楽
的
記
号
の
特
徴
か
ら
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
早
歌
抜
書
』
は
「
十
二

曲
本
」
よ
り
も
後
の
成
立
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、『
早
歌
抜
書
』

も
古
態
を
有
す
る
宴
曲
譜
本
で
あ
る
。
伊
藤
正
義
氏
は
『
早
歌
抜
書
』
の
書
写

年
代
を
「
鎌
倉
時
代
後
期
」
と
し
、
補
記
に
は
「
早
歌
本
と
し
て
は
最
古
本
に

属
す
る
」
と
し
て
、
南
北
朝
期
頃
に
装
丁
を
変
え
て
〈
磯
城
島
〉〈
蹴
鞠
〉
の

二
曲
を
書
き
継
い
だ
と
推
量
し
た
が
、
こ
の
見
解
は
本
稿
の
調
査
結
果
と
も
一

致
す
る
も
の
で
あ
る
。「
十
二
曲
本
」
同
様
、『
早
歌
抜
書
』
も
そ
の
特
徴
か

ら
、
明
徳
応
永
期
ま
で
下
る
譜
本
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。

　

本
稿
で
は
わ
ず
か
二
冊
の
本
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
が
、
今
後
さ
ら
に

調
査
す
れ
ば
、
中
世
前
期
の
宴
曲
譜
本
の
在
り
様
を
さ
ら
に
解
明
で
き
る
と
確

信
す
る
。

註１　

世
阿
弥
自
筆
本
の
引
用
は
表
章
・
月
曜
会
編
『
世
阿
弥
自
筆
能
本
集　

校

訂
編
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
、
宴
曲
本
文
の
引
用
は
外
村
久
江
・
外
村

南
都
子
『
早
歌
全
詞
集
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
三
年
に
よ
る
。
ま
た
世
阿
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弥
自
筆
本
〈
江
口
〉
と
世
阿
弥
自
筆
本
〈
柏
崎
〉
の
用
例
、『
申
楽
談
儀
』

の
宴
曲
に
つ
い
て
の
記
述
、
禅
竹
、
禅
鳳
の
伝
書
に
お
け
る
宴
曲
に
つ
い
て

の
記
述
は
全
て
拙
著
『
能
と
古
注
釈
書
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
の

う
ち
「
第
三
章　

能
の
芸
能
的
基
盤
―
宴
曲
の
世
界
」
参
照
。

２　

具
体
的
事
例
と
し
て
は
、
金
春
流
宗
家
宅
か
ら
『
宴
曲
集
巻
第
一
』
が
発

見
さ
れ
（
拙
著
『
能
と
古
注
釈
書
』
の
う
ち
第
三
章
第
二
節
「
金
春
宗
家
蔵

『
宴
曲
集
巻
第
一
』
を
め
ぐ
っ
て
」
参
照
。）、
大
阪
能
楽
会
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
た
観
世
流
能
楽
師
の
大
西
家
所
蔵
資
料
の
中
か
ら
室
町
期
譜
本
の
『
拾

菓
抄
』
が
発
見
さ
れ
た
（
岡
田
三
津
子
・
関
屋
俊
彦
「
資
料
紹
介
と
翻
刻   

大
西
家
所
蔵　

宴
曲
『
拾
菓
抄
』」（『
大
阪
工
業
大
学
紀
要
』
第
六
三
巻
一

号
、
二
〇
一
八
年
九
月
所
収
）。
ま
た
、
京
観
世
五
軒
家
の
う
ち
の
岩
井
七

郎
左
衛
門
家
四
代
目
当
主
直
恒
に
よ
る
宴
曲
譜
本
の
収
集
と
書
写
に
関
す
る

報
告
も
あ
る
（
岡
田
三
津
子
「
岩
井
直
恒
の
宴
曲
『
拾
菓
集
』
書
写
」（『
大

阪
工
業
大
学
紀
要
』
第
五
八
巻
二
号
、
二
〇
一
三
年
九
月
）
所
収
）。

３　

高
桑
い
づ
み
「
地
拍
子
の
古
態
―
早
歌
か
ら
の
継
承
」（『
能
と
狂
言
』
一

四
号
、
二
〇
一
六
年
九
月
所
収
）。

４　
『
愛
知
県
立
大
学　

説
林
』
七
、
一
九
六
〇
年
十
二
月
、
所
収
。

５　

石
田
氏
臨
写
本
は
現
在
愛
知
県
立
大
学
の
所
蔵
と
な
っ
て
お
り
、
全
丁
の

写
真
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
お
い
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。305-53-15

。

６　

外
村
久
江
『
早
歌
の
研
究
』（
至
文
堂
、
一
九
六
五
年
）
の
う
ち
、
三
〇

二
頁
、「
第
八
章　

早
歌
十
六
冊
本
の
伝
本
研
究
」。

７　

三
弥
井
書
店
、
一
九
九
六
年
。

８　

蒲
生
美
津
子
『
早
歌
の
音
楽
的
研
究
』
三
省
堂
、
一
九
八
三
年
。

９　

三
弥
井
書
店
、
一
九
九
三
年
。

10　

朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
。

11　

佐
々
木
孝
浩
「
宴
曲
古
写
本
書
誌
一
覧
」（
岡
田
三
津
子
編
『
早
歌
の
継

承
と
伝
流
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
七
年
）
に
所
収
。

12　

朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
。

13　

外
村
南
都
子
「
冷
泉
家
本
『
早
歌
抜
書
』
の
研
究
―
早
歌
の
部
分
謡
集
と

し
て
―
」、（
外
村
南
都
子
『
早
歌
の
心
情
と
表
現
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇

五
年
、
所
収
）。

14　

岡
田
三
津
子
編
『
早
歌
の
継
承
と
伝
流
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
七
年
、

所
収
。

15　

川
瀬
一
馬
『
龍
門
文
庫
善
本
叢
刊
第
九
巻
』
勉
誠
社
、
一
九
八
七
年
、
所

収
。

16　

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
３　

中
世
歌
謡

資
料
集
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、
所
収
。

17　

外
村
南
都
子
「
冷
泉
家
蔵
本
『
早
歌
抜
書
』
の
研
究
―
早
歌
の
部
分
謡
集

と
し
て
―
」（『
早
歌
の
心
情
と
表
現
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
所
収
。

18　
「
宴
曲
集
巻
第
一
に
み
ら
れ
る
傾
向
」（『
早
歌
の
研
究
』
至
文
堂
、
一
九

六
五
年
）

19　

伊
藤
正
義
編
『
宴
曲
集　

下
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
。

20　

拙
著
「
金
春
宗
家
蔵
『
宴
曲
集
巻
第
一
』
影
印
・
翻
刻
・
解
題
」（『
能
と

古
注
釈
書
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
の
ほ
か
、
岡
田
三
津
子
、
関
屋
俊

彦
「
資
料
紹
介
と
翻
刻　

大
西
家
所
蔵　

宴
曲
「
拾
菓
抄
」」（『
大
阪
工
業

大
学
研
究
紀
要
』
六
三
巻
一
号
、
二
〇
一
八
年
九
月
）
で
も
考
証
さ
れ
て
お

り
、
金
春
宗
家
蔵
本
は
、
奥
書
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
坂
阿
節
付
本
と
見
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な
し
て
よ
か
ろ
う
。

21　
「
早
歌
の
新
旧
」（
横
道
萬
里
雄
『
能
劇
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六

年
、
所
収
）。

22　

外
村
久
江
『
早
歌
の
研
究
』
至
文
堂
、
一
九
六
五
年
。

23　

筆
者
は
か
つ
て
金
春
本
『
宴
曲
集
巻
第
一
』
と
他
の
室
町
期
写
本
（
冷
泉

家
無
署
名
本
、
三
千
院
本
、
大
東
急
本
、
頼
秋
本
）
を
校
合
し
て
調
査
を

行
っ
た
が
、
垂
れ
鍵
に
関
し
て
は
諸
本
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
金
春
本
が
一

箇
所
（
本
文
に
掲
げ
た
③
〈
雪
〉
の
事
例
）
の
み
欠
落
し
て
い
た
。「
十
二

曲
本
」
に
は
四
箇
所
の
異
同
が
あ
り
、
こ
れ
は
留
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

24　

蒲
生
氏
著
書
二
二
一
頁
の
図
版
を
転
載
し
た
。

25　

な
お
、
蒲
生
氏
調
査
に
よ
る
と
、
京
都
大
学
蔵
頼
秋
本
は
「

ー
下
」
の

表
記
と
「

ー
下
（
商
）」
の
表
記
を
併
用
す
る
と
い
う
が
、『
早
歌
抜
書
』

の
当
該
箇
所
は
全
て
「
商
」
は
な
く
、「

ー
」
の
み
で
あ
る
。

26　

乾
克
己
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
七　

歌
謡
・
声
明
篇
』
金
沢
文
庫
、
一
九

八
四
年
、
所
収
。

27　

蒲
生
氏
著
書
二
〇
四
頁
の
図
版
を
転
載
し
た
。

28　

外
村
久
江
『
早
歌
の
研
究
』
四
〇
六
頁
。

29　

伊
藤
正
義
『
宴
曲
下
』
の
う
ち
「
解
題
」
四
〜
五
頁
。

30　

田
中
貴
子
『『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
世
界
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

三
年
。

【
付
記
】
本
稿
に
お
い
て
資
料
の
画
像
掲
載
な
ら
び
に
翻
刻
を
ご
許
可
い
た
だ

き
ま
し
た
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
な
ら
び
に
金
春
安
明
先
生
、
外
村
南
都
子
先

生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

【
付
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
早
歌
抜
書
』
翻
刻
】

﹇
解
題
﹈　 

以
下
、
伊
藤
正
義
編
『
宴
曲
集　

下
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七

年
）
に
掲
載
さ
れ
た
伊
藤
氏
に
よ
る
解
題
を
転
載
す
る
。

　
　
　

○
早
歌
抜
書

内
題　

な
し
。

外
題　

早
哥
抜
書
。

書
写　

鎌
倉
時
代
後
期
。

寸
法　

縦
二
二
・
四
セ
ン
チ
、
横
一
四
・
四
セ
ン
チ

料
紙　

粗
い
楮
紙
打
紙
（
表
紙
・
本
文
共
紙
。
原
表
紙
散
逸
）。

装
丁　

綴
葉
装
（
第
二
括
ま
で
折
紙
、
第
三
括
は
六
枚
を
綴
る
）。

紙
数　

 

二
十
二
丁
（
第
一
括
三
紙
六
丁
、
第
二
括
二
紙
四
丁
、
以
上
折

紙
。
第
三
括
六
紙
十
二
丁
）。

本
文　

一
面
四
行
、
墨
譜
・
朱
譜
、
施
譜
、
無
譜
交
り
。

奥
書　

な
し
。

補
記　

早
歌
本
と
し
て
は
最
古
本
に
属
す
る

該
本
は
目
次
に
「
春
」
以
下
「
船
」
ま
で
の
十
四
曲
を
掲
げ
、
そ
の
詞

章
句
を
折
紙
綴
葉
二
括
分
の
終
丁
表
ま
で
記
す
。
そ
の
丁
裏
の
周
辺
三

方
に
糊
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
包
表
紙
を
付
け
て
完
結
し
た
と
思

し
い
。
後
年
（
南
北
朝
期
頃
カ
）、
別
人
が
別
の
紙
を
折
紙
に
し
、
折

目
（
下
小
口
）
を
切
り
離
し
て
両
面
書
き
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
三
括

目
と
し
て
合
綴
、
も
と
の
二
括
目
終
了
裏
か
ら
、
目
録
に
な
い
「
磯
城

島
」「
蹴
鞠
」
の
二
曲
を
書
継
ぎ
（
三
括
目
は
そ
の
た
め
に
裏
う
つ
り

が
あ
る
）。
原
表
紙
を
付
け
た
が
、
後
に
そ
の
表
紙
は
散
逸
し
た
と
推
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量
さ
れ
る
。

﹇
翻
刻
凡
例
﹈　 

伊
藤
正
義
編
『
宴
曲
集　

下
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）

に
従
っ
た
。

一
、 

使
用
文
字
は
常
用
漢
字
を
原
則
と
し
、
常
用
漢
字
に
な
い
文
字
は
正

字
を
用
い
た
。
篇
や
画
の
違
い
な
ど
、
底
本
の
曖
昧
な
字
体
は
、
最

も
近
い
字
を
宛
て
た
。

二
、
底
本
の
左
傍
訓
を
右
傍
に
移
し
、
区
切
り
を
一
字
ア
ケ
と
し
た
。

三
、 

曲
譜
は
省
略
し
た
。（
筆
者
補
足
）『
早
歌
抜
書
』
に
は
、
曲
頭
記
・

延
曲
・
助
音
の
記
載
は
な
い
。

四
、
ご
く
稀
に
見
ら
れ
る
ミ
セ
ケ
チ
訂
正
は
、
訂
正
本
文
に
従
っ
た
。

五
、（
筆
者
補
足
）
字
配
り
は
原
本
通
り
と
し
た
。

﹇
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
早
歌
抜
書
』
翻
刻
﹈

　
　
　

早
哥
抜
書
」（
表
紙
）

春夏秋春 

花

夏 

納
涼

秋 

月

冬 

雪

祝
言 

不
老
不
死
」（
一
オ
）

忍
恋 

袖
湊

金
谷
思 

船
」（
一
ウ
）

 

春

し
ゐ
て
や
手
折
ま
し
お
ら
て
や
か
さ
ゝ

ま
し
や
な
や
よ
ひ
の
な
か
き
春
日
も

猶
あ
か
な
く
に
暮
し
つ
」（
二
オ
）

 

花

花
見
の
御
幸
と
き
こ
え
し
は
保
安
第
五

の
二
月
万ヨ
ロ

代ツ
ヨ

の
た
め
し
を
は
花
に
そ
と
め

し
白
川
か
め
に
さ
し
た
る
花
を
見
て
」（
二
ウ
）

物
お
も
ひ
な
し
や
老
の
春

 

夏

そ
と
も
の
木
か
け
露
す
ゝ
し
一
村
過
る

夕
た
ち
に
水
ま
さ
ら
さ
ら
め
や
鵜
飼
舟
」（
三
オ
）

蛍
や
か
ゝ
り
篝
火
や
蛍
に
ま
か
ふ
夕
暗

 
納
涼

冷
し
き
梢
の
し
け
の
井
山
の
井
玉
の
井

玉
河
川
な
み
よ
す
る
渚
の
院
平
等
院
」（
三
ウ
）
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に
つ
り
殿

 
秋

秋
風
ふ
け
は
七
夕
の
つ
ま
む
か
へ
ふ
ね
に

ち
き
り
て
や
と
き
し
も
声
を
帆
に
あ
け
て
」（
四
オ
）

雲
井
を
わ
た
る
鴈
か
ね

 

月

い
さ
見
に
ゆ
か
ん
さ
ら
し
な
や
を
は
捨
山

き
よ
見
か
関
ひ
ろ
さ
は
す
み
の
え
な
に
は
」（
四
ウ
）

か
た
蘆
間
に
や
と
る
夜
は
の
月

 

冬

板
井
の
水
も
み
く
さ
ゐ
て
こ
ほ
り
の
上
に
霰

ふ
り
小
野
の
山
里
雪
ふ
か
し
跡
た
に
見
え
ぬ
」（
五
オ
）

細
道

 

雪

ふ
り
く
る
雪
ゆ
き
の
光
に
あ
く
る
山
の

尾
上
の
里
の
さ
と
人
は
人
目
か
れ
ゆ
く
」（
五
ウ
）

跡
な
き
庭
に
と
は
ぬ
を
な
さ
け
と
思
へ

と
も
猶
う
ら
め
し
く
や
ま
た
る
ら
む

 

祝
言

蓬
莱
洞
は
長
生
殿
歳セ

イ
ケ
ツ
シ
ユ
ン
シ
ウ

月
春
秋
」（
六
オ
）

つ
も
り
て
も
老
せ
ぬ
門
に
つ
か
へ
て
忠
臣

あ
し
た
を
待
出
る
い
さ
こ
に
ひ
ゝ
く
沓
の
音

 

不
老
不
死

仙
宮
万
年
の
も
て
あ
そ
ひ
上
寿
を
た
も
」（
六
ウ
）

つ
こ
と
わ
さ
な
り
い
つ
も
と
き
は
の
若
み
と
り

千
と
せ
を
遠
く
松
に
す
む
は
ま
た
巣

の
中
な
る
ひ
な
鶴

 

忍
恋
」（
七
オ
）

我
ま
た
し
ら
ぬ
し
の
ゝ
め
の
道
芝
ふ
か
き
朝

露
を
涙
に
そ
へ
て
帰
る
さ
の
つ
ら
さ
に

の
こ
る
あ
り
明
の
つ
れ
な
き
命
は
な
か
ら
へ
て

忍
ふ
と
す
れ
と
柏
木
の
も
り
て
き
こ
え
し
」（
七
ウ
）

夕
時
雨
そ
め
の
こ
し
け
る
岩
根
の
松
の

た
ね
を
は
た
れ
か
ま
き
け
む

 

袖
湊

ち
き
り
の
末
の
か
は
ら
す
は
虎
ふ
す
野
へ
」（
八
オ
）

鯨
の
よ
る
し
ま
に
も
と
ゝ
め
は
と
ま
り
な
む
や
な
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金
谷
思

ま
た
む
つ
こ
と
も
尽
な
く
に
明
ぬ
と
い
そ
く

き
ぬ
／
＼
の
い
ま
は
の
山
の
嶺
に
さ
へ
た
え
／
＼
」（
八
ウ
）

ま
よ
ふ
よ
こ
雲

 

船

と
わ
た
る
舟
の
か
い
の
し
つ
く
も
た
え
か
た
き

三
千
里
の
す
ま
の
浦
つ
た
ひ
」（
九
オ
）

 

磯
城
嶋

夫
磯
城
嶋
や
ま
と
う
た
か
た
は
ひ
の
河
上
よ
り

な
か
れ
き
て
心
を
難
波
つ
の
浪
に
よ
す
或

は
久
方
の
天
よ
り
く
た
り
あ
る
ひ
は
八
雲
」（
九
ウ
）

の
風
を
伝
三
十
文
字
あ
ま
り
一
も

し
は
人
の
代
の
こ
と
わ
さ
な
れ
は
今

も
大
君
の
御
か
け
く
も
ら
ぬ
も
て
あ
そ
ひ

か
し
こ
き
か
な
や
す
へ
ら
き
の
代
々
に
た
え
」（
一
〇
オ
）

せ
ぬ
道
を
し
る
花
に
な
く
鶯
は
こ
と
葉
の

は
や
し
に
さ
え
つ
り
水
に
住
て
う
か
は
つ
は

心
の
泉
に
声
を
そ
ふ
ふ
も
と
の
ち
り
ひ
ち

山
と
な
り
て
み
ね
に
た
な
ひ
く
し
ら
雲
の
か
ゝ
」（
一
〇
ウ
）

る
心
の
し
な
へ
よ
り
な
さ
け
を
さ
ま
／
＼
も
あ
ら

は
す
凡
う
た
に
六
義
あ
り
ま
つ
そ
へ
う
た
を

初
と
し
其
品
あ
ま
た
に
わ
か
れ
つ
ゝ
う
ね

め
の
た
は
ふ
れ
こ
ま
や
か
に
此
二
歌
は
此
道
」（
一
一
オ
）

の
う
た
の
誠
を
し
ら
す
な
り
色
こ
の
み
の

家
に
む
も
れ
木
の
人
し
れ
ぬ
心
を
か
よ
は
し

た
け
き
み
ち
に
は
物
の
ふ
の
か
た
き
心
を

や
は
ら
く
さ
て
も
な
ら
の
い
に
し
へ
に
ひ
ろ
ひ
」（
一
一
ウ
）

あ
つ
め
し
こ
と
の
葉
の
あ
と
を
た
つ
ね
し

御
代
か
と
よ
百
年
あ
ま
り
の
す
ゑ
を
う
け
て

十
つ
き
に
え
ら
ひ
し
古
今
集
天
暦
は
あ
ま

ね
き
う
た
の
ひ
し
り
五
人
を
な
し
つ
ほ
に
定
」（
一
二
オ
）

を
き
花
山
は
旧
道
を
し
た
ひ
拾
遺
を
三
代

の
後
に
つ
く
そ
れ
よ
り
此
方
代
々
の
聖
主
も

こ
れ
を
す
て
ら
れ
す
春
の
朝
の
吉
野
山
桜

も
雲
に
ま
か
ひ
け
ん
あ
の
柿
の
本
の
家
の
風
」（
一
二
ウ
）

い
つ
れ
も
共
に
わ
き
か
た
き
山
の
へ
の
霞
の
色

け
に
た
ち
お
と
ら
す
や
き
こ
ゆ
ら
ん
ま
た

名
を
え
た
り
し
人
は
是
僧
正
遍
昭
は
い
た

つ
ら
に
絵
に
か
け
る
女
の
心
を
う
こ
か
す
心
ち
」（
一
三
オ
）

し
て
そ
の
ま
事
や
す
く
な
か
り
け
ん
し
ほ
め
る

花
の
色
な
く
て
う
す
き
匂
の
残
し
は
彼
中

将
の
歌
の
し
な
文
屋
の
康
秀
は
商
人
の
よ

き
衣
き
た
ら
ん
其
さ
ま
身
に
お
は
す
や
み
え
」（
一
三
ウ
）

け
ん
暁
の
雲
に
み
る
月
の
お
も
影
か
す
か
に

残
り
し
も
宇
治
山
の
喜
撰
と
か
小
野
の
小

町
は
ふ
る
き
名
残
り
い
と
物
哀
な
る
女
の
な



－20－

や
め
る
と
こ
ろ
あ
り
し
も
古
の
そ
と
を
り
ひ
め
か
」（
一
四
オ
）

り
う
な
り
大
伴
の
く
ろ
ぬ
し
は
花
の
陰
に
や

す
ら
ひ
て
薪
を
お
へ
る
山
人
を
と
は
の
山
の
音
に

き
ゝ
て
ま
つ
い
ひ
渡
る
中
川
の
岩
も
る
水
の

と
か
こ
ち
て
も
か
き
つ
く
し
た
る
玉
つ
さ
の
心
も
」（
一
四
ウ
）

歌
に
や
し
ら
る
ら
ん
目
に
み
ぬ
人
も
こ
ゝ
に
通

只
此
道
の
し
る
へ
な
り
あ
ら
ふ
る
神
も
み
そ
な

は
し
て
歌
に
は
徳
を
ほ
と
こ
す
か
た
し
け
な
か
り

し
勅
判
は
亭
子
の
院
の
歌
合
天
徳
四
年
は
」（
一
五
オ
）

小
野
み
や
村
上
の
御
宇
に
え
ら
は
る
康
保
の

秋
の
な
か
は
清
涼
殿
の
月
の
宴
色
々
の
花
を

つ
く
し
て
も
う
た
を
そ
こ
と
に
さ
き
と
せ
し
光
源
氏

は
物
語
中
に
も
ふ
か
き
心
あ
り
あ
す
か
井
に
し
ほ
」（
一
五
ウ
）

り
し
さ
衣
ね
覚
に
す
く
る
夜
半
の
時
雨
け
に
た

け
と
り
の
お
き
な
さ
ひ
て
な
を
住
吉
の
は
ま
松
の

そ
の
名
か
は
ら
ぬ
ふ
る
事
も
さ
な
か
ら
歌
の
中

た
ち
な
り
倭
歌
の
う
ら
や
道
も
む
か
し
に
か
へ
る
」（
一
六
オ
）

浪
の
よ
し
あ
し
分
て
も
し
ほ
草
か
き
を
く
あ

と
も
た
え
せ
す

 

蹴
鞠

中
に
も
顕
徳
院
殊
に
此
道
（
芸
）
に
達
し
此
道
に
」（
一
六
ウ
）

長
し
ま
し
／
＼
て
人
数
を
六
八
に
わ
か
ち
つ
ゝ
し
た
う

つ
の
色
を
六
の
し
な
に
定
ら
れ
精
霊
を
し
け
の
井
に

あ
か
め
て
松
本
の
明
神
と
か
う
し
た
て
ま
つ
る
―
―
―

そ
よ
や
光
源
氏
の
さ
ま
こ
と
に
わ
り
な
く
き

こ
え
し
中
に
も
鞠
に
興
を
す
ゝ
め
し
は
え
な
ら
」（
一
七
オ
）

ぬ
花
の
夕
は
へ
―
―
―

つ
ゐ
に
い
か
な
る
た
よ
り
に
か
こ
す
ゑ
は
か
ほ
る

花
な
ら
ん
散
も
恨
め
し
き
花
の
枝
に
桜
を

よ
き
て
木
の
間
を
わ
く
る
鞠
は
け
に
こ
と
は
り

と
そ
お
ほ
ゆ
る
」（
一
七
ウ
）


